
【横配水-No.7】

横手市上境字番匠田　地内
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横手市上下水道部水道課

令和 　８ 　年度 番　号
工　事

箇　所　名

工　事　名

番 号

図 面
設　計照　査

四の堰地区かんがい排水事業に
伴う配水管布設替工事

配管平面図

【特記事項】

１.「DIP-K」は水道用K形ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管(JWWA G 113)を示す。

２.「PP」は水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管(JIS K 6762)を示す。

３.埋設する配管と既存の地下埋設物(水路等)との離れは30㎝以上を保つこと。

   なお、流域下水道との離れは50㎝以上を保つこと。

４.既存埋設物の位置は、図面調査による推定位置のため、施工前に再調査を行うこと。

５.土工断面は別図『標準掘削断面図』を、弁筐の詳細は別図『配管付帯施設詳細図』

  を参照のこと。

６.本工事（水道工事）は、かんがい排水工事より先行して施工する。

縮尺
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事　業　名

７.路盤工及び本復旧はかんがい排水工事にて施工する。

土工断面①

(土被り1.2m)

 L=1.3m

1900

土工断面①(土被り2.9m)L=6.8m

土留軽量鋼矢板・支保設置撤去工

掘削深3.17m 矢板長 H=3.5m(2段)L=6.8m

配水管 φ150×12.8m(14.0m) DIP-K

土留軽量鋼矢板・支保設置撤去工

掘削深3.17m 矢板長 H=3.5m(2段)L=3.0m

2500

土工断面②(土被り1.65m)L=3.9m

土留軽量鋼矢板・支保設置撤去工

L=3.9m

土工断面②(土被り1.2m)L=4.8m

既設管撤去 DIP-K φ150 L=8.7m

掘削深1.82m 矢板長 H=2.5m(2段)

土工断面③(土被り2.9m) L=3.0m

不断水土工①-1
土留軽量鋼矢板・支保設置撤去工
掘削深1.77m 矢板長 H=2.0m(1段)L=5.1m

不断水土工①-2
土留軽量鋼矢板・支保設置撤去工
掘削深2.22m 矢板長 H=2.5m(2段)L=5.1m

【排水部】
土工断面④ L=3.2m

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ 撤去・再設置工 L=10.5m

道路標識 撤去・再設置工 N=1基

掘削範囲
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配管詳細図 縮尺 1:40

縦断図 縮尺 1:40 横断図 縮尺 1:40

【特記事項】

１.「DIP-K」は水道用K形ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管(JWWA G 113)を示す。

２.「PP」は水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管(JIS K 6762)を示す。

３.埋設する配管と既存の地下埋設物(水路等)との離れは30㎝以上を保つこと。

   なお、流域下水道との離れは50㎝以上を保つこと。

４.既存埋設物の位置は、図面調査による推定位置のため、施工前に再調査を行うこと。

５.土工断面は別図『標準掘削断面図』を、弁筐の詳細は別図『配管付帯施設詳細図』

  を参照のこと。

６.本工事（水道工事）は、かんがい排水工事より先行して施工する。
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四の堰地区かんがい排水事業に
伴う配水管布設替工事

横手市上境字番匠田　地内
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事　業　名 横手市水道事業

７.路盤工及び本復旧はかんがい排水工事にて施工する。

φ150×φ150 K形受口ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁付不断水割T字管(DIP用）

φ150 K形特殊押輪

φ150 K形90°曲管
φ150 K形特殊押輪φ150 K形45°曲管

φ150 K形特殊押輪～2

φ150 K形90°曲管
φ150 K形特殊押輪

φ150×φ150 K形受口ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁付不断水割T字管(DIP用）
ねじ式弁筐（DP=1200）
φ150 K形特殊押輪

【撤去時】
φ150 ﾒｶﾆｶﾙ管帽(DIP用)

φ150×φ50 ｻﾄﾞﾙ分水栓(DIP用)

φ50×L=1000 ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ継手(袋ﾅｯﾄ×PE継手)
φ50 PP90°ｴﾙﾎﾞ～2
φ50 青銅製仕切弁(平行おねじ)
ねじ式弁筐（DP=1200）
φ50 ﾒｰﾀｰ用回転継手(PP用)～2
φ50 PP～3.4m

φ150 不断水簡易挿入弁(DIP用)

【撤去時】
φ150 ﾒｶﾆｶﾙ管帽(DIP用)

φ150 不断水簡易挿入弁(DIP用)

φ150 K形45°曲管
φ150 K形特殊押輪～2

φ150 K形45°曲管
φ150 K形特殊押輪～3

【排泥部】

ねじ式弁筐（DP=1200）、弁筐用嵩上継手

φ50 密着ｺｱ(DIP用)
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【特記事項】

１.路盤工及び本復旧はかんがい排水工事にて施工する。
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図 示

四の堰地区かんがい排水事業に
伴う配水管布設替工事

土工区分 土被りDP B H1 H2 H3 H4

県道歩道
1200 700 1370 1340 1270

1650 900 1820 1790 1720

土工区分 土被りDP B H1 H2 H3

県道歩道
1200 700 1470 1440 800

2900 900 3170 3140 2500

路盤工:RC-40 t=10㎝

既設配水管 DIP-Kφ150

既設配水管 DIP-Kφ150

舗装版取壊し 舗装版取壊し 路盤工:RC-40 t=10㎝

舗装版取壊し 舗装版取壊し

DIP-K φ150

舗装版取壊し

DIP-K φ150

埋設表示帯 W150

埋設表示帯 W150
DIP-K φ150

PP φ50

1100

1550

事　業　名 横手市水道事業
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制水弁・空気弁「青」、排水弁「黄」、消火栓「赤」

弁筐・弁室据付図
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注)掘削深が1.5mを超える場合は土留工を行うこと。

　 支保材は掘削深は2.00m未満は1段、2.00m以上は2段とする。

　 根入長は、0.20m以上とする。

平面図

断面図

軽量鋼矢板

(参考図）

配管付帯施設詳細図,

土留仮設図
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配管付帯施設詳細図縮尺 Free 土 留 仮 設 図 縮尺 1:30

弁筺(FCD製)

座台(樹脂製)

市章付

カラー樹脂表示

制水弁又は排水弁

弁筺(FCD製)

座台(樹脂製)

サドル付分水栓

防食コア(DIP用)

フレキシブル継手

SUS L=1.0m

市章付

カラー樹脂表示

制水弁又は排水弁

軽量鋼矢板 幅250mm

切梁用ｻﾎﾟｰﾄｱﾙﾐ腹起材

切梁用ｻﾎﾟｰﾄ

軽量鋼矢板 幅250mm

ｱﾙﾐ腹起材
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